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関

東

支

部

 
 

大

久

保

 

雅

 

弘

 

平

成

24

年

6

月

23

日

、

梅

雨

の

晴

れ

間

を

ぬ

っ

て

関

東

支

部

年

間

行

事

を

実

施

致

し

ま

し

た

。

 

当

日

は

心

配

さ

れ

た

台

風

4

号

も

過

ぎ

去

り

、

好

天

に

恵

ま

れ

た

本

年

は

旅

行

社

企

画

の

バ

ス

旅

行

「

め

ろ

め

ろ

メ

ロ

ン

食

べ

放

題

と

水

戸

保

和

苑

あ

じ

さ

い

＆

潮

来

あ

や

め

の

旅

」

常

日

頃

の

忙

し

さ

？

か

ら

心

を

癒

す

べ

く

、

花

を

愛

で

そ

し

て

海

鮮

丼

で

腹

を

愛

で

る

県

内

各

地

を

巡

る

旅

に

期

待

を

膨

ら

ま

せ

て

の

参

加

で

し

た

。

 

参

加

者

は

最

年

長

82

歳

の

倉

持

定

雄

氏

を

先

頭

に

竹

沢

和

夫

（

76

歳

）

村

上

和

夫

（

73

歳

）

 

大

久

保

清

作

（

69

歳

）

、

尾

上

茂

夫

（

68

歳

）

、

久

家

俊

夫

（

68

歳

）

、

稲

田

稔

（

64

歳

）

馬

場

泰

則

 

（

72

歳

）

大

久

保

雅

弘

（

72

歳

）

の

高

齢

者

、

総

勢

9

名

の

参

加

と

な

り

ま

し

た

。

 

敢

え

て

年

齢

を

記

し

ま

し

た

の

は

時

の

流

れ

を

感

じ

て

頂

き

た

か

っ

た

か

ら

で

す

。

 

さ

て

最

初

の

訪

問

地

水

戸

市

内

の

保

和

苑

で

は

30

数

種

類

、

約

六

千

本

の

ア

ジ

サ

イ

が

咲

き

誇

る

苑

内

を

散

策

し

隣

接

す

る

回

転

神

社

に

参

拝

し

ま

し

た

。

 

こ

の

神

社

に

は

日

本

の

歴

史

の

先

端

を

先

駆

け

た

「

安

政

の

大

獄

」

か

ら

戊

辰

戦

争

に

至

る

ま

で

の

幕

末

水

戸

藩

殉

死

志

士

，

832

名

と

水

戸

の

ご

老

侯

の

お

供

の

格

さ

ん

が

祀

ら

れ

て

い

ま

す

が

世

に

は

あ

ま

り

知

ら

れ

て

お

り

ま

せ

ん

の

で

敢

え

て

こ

こ

か

ら

話

は

脱

線

し

ま

す

。

 

徳

川

幕

府

末

の

頃

、

外

国

船

が

し

き

り

に

我

が

国

に

来

航

し

て

開

国

を

せ

ま

り

、

尊

王

攘

夷

、

討

幕

の

嵐

が

京

都

を

中

心

と

し

て

国

中

に

吹

き

始

め

ま

し

た

。

 

徳

川

幕

府

の

御

三

家

の

一

つ

で

あ

っ

た

水

戸

藩

に

お

い

て

は

徳

川

宗

家

へ

の

忠

誠

を

第

一

義

と

す

る

“

諸

生

派

”

と

、

尊

王

攘

夷

を

大

義

と

す

る

“

天

狗

党

”

の

二

派

に

分

か

れ

抗

争

が

起

き

ま

し

た

。

 

１

８

６

０

年

、

世

に

い

う

「

安

政

の

大

獄

」

に

よ

っ

て

井

伊

大

老

に

よ

る

幕

府

の

弾

圧

暴

政

は

、

そ

の

極

に

達

し

、

こ

れ

に

憤

慨

し

た

水

戸

烈

士

に

よ

る

「

桜

田

門

外

の

変

」

は

尊

王

攘

夷

運

動

を

大

き

く

前

進

さ

せ

ま

し

た

。

 

尊

王

攘

夷

を

旗

印

と

す

る

“

天

狗

党

”

は

そ

の

後

、

各

地

か

ら

の

賛

同

者

３

０

０

０

と

膨

れ

上

が

り

京

都

を

目

指

し

て

各

地

で

幕

府

軍

と

戦

闘

を

交

え

な

が

ら

進

軍

し

ま

す

が

遂

に

加

賀

藩

に

降

伏

し

830

名

が

捕

ら

え

ら

れ

353

名

が

敦

賀

で

斬

首

さ

れ

ま

し

た

。

こ

の

事

変

の

極

ま

り

な

い

終

局

は

幕

府

滅

亡

へ

と

拍

車

を

か

け

る

結

果

と

な

り

、

3

年

後

の

秋

に

は

徳

川

幕

府

十

五

代

将

軍

の

徳

川

慶

喜

は

朝

廷

に

大

政

を

奉

還

、

幕

府

300

年

の

歴

史

が

滅

亡

し

た

糸

口

と

な

り

ま

し

た

。

 

茨

城

県

人

の

性

格

を

代

表

す

る

「

水

戸

っ

ぽ

」

は

①

怒

り

っ

ぽ

い

、

②

理

屈

つ

ぽ

い

、

③

骨

っ

ぽ

い

が

水

戸

の

「

三

ぽ

い

」

と

言

わ

れ

ま

す

が

茨

城

県

全

体

で

す

と

最

後

が

“

忘

れ

っ

ぽ

い

”

に

変

わ

る

県

民

性

で

す

。

 

幕

末

の

天

狗

党

の

動

き

に

し

て

も

起

つ

の

は

早

か

っ

た

が

歴

史

の

主

導

権

は

掴

め

な

か

っ

た

。

 

気

が

短

く

直

情

径

行

の

人

物

を

輩

出

し

上

司

に

持

つ

と

部

下

は

訳

の

判

ら

な

い

憤

怒

に

ビ

ッ

ク

リ

す

る

。

そ

の

仕

事

ぶ

り

は

荒

っ

ぽ

い

が

粘

り

強

く

一

目

置

か

な

い

訳

に

は

い

か

な

い

。

 

結

論

は

“

い

か

っ

ぺ

”

と

早

く

間

違

っ

た

ら

後

で

修

正

す

っ

ぺ

と

い

う

 

口

先

と

狡

さ

売

り

の

関

西

ビ

ジ

ネ

ス

に

と

っ

て

は

真

に

天

敵

の

タ

イ

プ

。

 

主

な

出

身

者

と

し

て

は

江

戸

英

雄

、

梶

山

静

六

、

小

林

久

三

、

倍

賞

美

津

子

，

深

作

欣

二

、

間

宮

林

蔵

、

横

山

大

観

，

な

ど

。
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 １１

さ

て

、

話

を

ス

イ

ッ

チ

バ

ッ

ク

さ

せ

ま

し

ょ

う

。

 

水

戸

を

離

れ

て

東

に

3

里

、

波

の

華

散

る

大

洗

に

て

新

鮮

10

種

海

鮮

丼

で

お

腹

を

潤

し

た

後

は

収

穫

量

日

本

一

を

誇

る

メ

ロ

ン

の

本

場

、

サ

ン

グ

リ

ー

ン

旭

メ

ロ

ン

の

食

べ

放

題

、

25

分

の

時

間

制

限

と

は

言

え

持

て

あ

ま

し

気

味

、

更

に

南

下

し

て

千

葉

県

と

の

県

境

、

水

郷

潮

来

、

古

く

か

ら

水

運

陸

路

の

要

所

と

し

て

栄

え

近

世

に

は

奥

州

諸

藩

の

物

産

を

集

め

て

江

戸

に

向

か

う

千

石

船

が

こ

こ

で

積

み

荷

を

積

み

替

え

行

き

交

う

大

小

の

船

で

賑

わ

っ

た

所

 

“

サ

ッ

パ

”

と

呼

ば

れ

る

手

漕

ぎ

船

が

日

常

的

に

使

わ

れ

昭

和

35

年

発

売

の

 

“

嫁

入

り

船

 

”

 

”

潮

来

の

伊

太

郎

 

”

で

一

世

を

風

靡

、

500

余

種

、

約

一

千

万

株

の

色

と

り

ど

り

の

ア

ヤ

メ

と

菖

蒲

が

咲

き

乱

れ

る

あ

や

め

園

を

見

学

、

 

嫁

入

り

船

の

花

嫁

に

ア

ヤ

メ

も

霞

ん

で

し

ま

う

美

し

さ

に

つ

ら

れ

、

し

ば

し

呆

然

。

 

1

日

漫

遊

の

ぶ

ら

り

旅

で

し

た

が

明

日

へ

の

糧

と

す

べ

く

昔

の

想

い

出

と

共

に

語

り

、

懐

か

し

ん

だ

1

日

で

あ

り

ま

し

た

。

 
 

 
 

 
 

以

 

上

 

 
 

   

             

写

真

左

か

ら

（

敬

称

略

）

 

 
 

大

久

保

清

作

・

馬

場

康

則

・

稲

田

 

稔

 
倉

持

定

雄

・

久

家

俊

夫

・

尾

上

茂

男

 

村

上

和

夫

・

大

久

保

雅

弘

・

竹

澤

和

夫
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あ

や

め

祭

り

期

間

中

に

は

、

東

洋

一

の

品

種

数

を

誇

る

園

内

で

栽

培

さ

れ

た

 

５

０

０

品

種

花

菖

蒲

が

一

斉

に

咲

き

乱

れ

、

色

と

り

ど

り

の

花

を

つ

け

ま

す

。

ま

た

、

園

内

の

水

路

を

サ

ッ

パ

舟

と

呼

ば

れ

る

小

舟

に

乗

っ

て

巡

る

こ

と

が

で

き

ま

す

。

水

上

か

ら

の

花

菖

蒲

も

ま

た

格

別

の

美

し

さ

で

す

。

 

（

水

郷

潮

来

観

光

協

会

）

 

 

【【【【

イ

ン

タ

ー

ネ

ッ

ト

イ

ン

タ

ー

ネ

ッ

ト

イ

ン

タ

ー

ネ

ッ

ト

イ

ン

タ

ー

ネ

ッ

ト

網網網網

】】】】

が

世

界

中

に

張

り

巡

ら

さ

れ

、

パ

ソ

コ

ン

、

ス

マ

ー

ト

フ

ォ

ン

な

ど

が

子

供

の

身

近

に

な

っ

た

。

 

こ

う

し

た

情

報

通

信

技

術

は

（

Ｉ

Ｔ

Ｃ

）

は

、

遠

く

離

れ

た

人

と

瞬

時

に

大

量

の

情

報

を

や

り

取

り

が

出

来

、

と

て

も

便

利

だ

。

だ

が

対

面

せ

ず

に

事

実

や

意

見

を

伝

え

ら

れ

る

コ

ミ

ュ

ニ

ケ

ー

シ

ョ

ン

能

力

が

必

要

に

な

る

。

 

「

他

の

人

と

協

力

し

て

生

き

て

ゆ

く

た

め

に

Ｉ

Ｔ

Ｃ

を

使

い

こ

な

す

能

力

は

欠

か

せ

な

い

。

 

子

供

が

さ

ま

ざ

ま

な

人

と

意

見

を

交

換

す

る

機

会

を

多

く

作

り

、

文

化

や

国

が

異

な

る

人

と

意

思

疎

通

で

き

る

広

い

視

野

や

深

い

理

解

力

を

養

う

べ

き

だ

」

と

信

州

大

学

の

東

原

教

授

（

教

育

工

学

）

は

語

る

。

 
 

 
 

 
 

 

（

Ｎ

Ｐ

記

事

よ

り

：

編

者

）
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